
町の世帯と人口
（2月1日現在・住民基本台帳）
（ ）の数字は前月比

・世帯数　10,346世帯  (-21) 
・人口　　24,995人　   (-58)
  男 12,434人（-20）   女 12,561人（-38）

あなたの「声」をきかせてください

春
を
告
げ
る
梅
が
咲
き
始
め
、暖
か

く
や
わ
ら
か
な
風
を
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
。
昨
年
よ
り
15
日
ほ
ど
早
く
春

一
番
も
観
測
さ
れ
、
桜
の
開
花
も
近

そ
う
だ
。
町
の
東
部
に
位
置
す
る
芦

野
・
伊
王
野
地
区
は
桜
の
名
所
が
数

多
く
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
目

新
し
い
企
画
展
を
次
々
と
打
ち
出
す

那
須
歴
史
探
訪
館
と
併
せ
て
散
策
に
出

か
け
て
み
る
の
も
楽
し
そ
う
だ
。
髙

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
プ

レ
ゼ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
20
頁
）
。

大
勢
の
前
で
気
後
れ
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
言
葉
で
堂
々
と
発
表
し
た
子

ど
も
た
ち
。
最
後
に
、
那
須
歴
史
探

訪
館
の
岡
田
館
長
が
「
輝
く
瞳
と
真

剣
な
姿
が
頼
も
し
く
、
未
来
を
託
せ

る
と
実
感
で
き
、
幸
せ
な
気
分
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
」
と
講

評
し
ま
し
た
。
出
場
し
た
子
ど
も
た

ち
が
、
さ
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
力
を
高
め
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
未
来
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。　
　
　

飯

小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
る
「
２
分

の
１
成
人
式
」
や
「
立
志
式
」
な
ど

節
目
の
行
事
。
２
月
12
日
に
那
須
中

央
中
で
行
わ
れ
た
立
志
式
（
20
頁
）

で
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
な
ど
周
囲

の
人
に
感
謝
し
、
自
分
の
将
来
に
つ

い
て
向
き
合
う
機
会
と
な
り
、
保
護

者
は
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
人
生
の

節
目
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

自
立
に
向
け
て
立
派
に
立
志
の
誓
い

を
述
べ
た
子
ど
も
た
ち
に
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

米
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　卒業は未来の扉
　　若人ら開きて明日は新たな世界

筆者　前那須歴史探訪館 館長

齊藤 宏壽 先生（湯本在住）
今月のひとこと

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
お名前と連絡先とともに下記までお寄せください。

こ
の
物
語
に
は
、
中
国
人
や
イ
ン

ド
人
日
本
人
な
ど
、
夥
し
い
人
物
が

登
場
す
る
。
そ
の
多
く
が
歴
史
上
に

存
在
し
た
人
物
で
あ
る
。
今
か
ら
三

千
年
前
の
中
国
の
「
殷
」
や
二
千
数

百
年
前
の
「
周
」
の
時
代
に
つ
い
て

さ
え
も
、
司
馬
遷
は
「
史
記
」
の
中

で
そ
の
実
在
を
記
述
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
紂
王
や
妲
己
、
幽
王
や
褒
姒
、

太
公
望
等
々
で
あ
る
。
た
だ
イ
ン
ド

の
斑
足
太
子
に
つ
い
て
は
伝
説
的
要

素
が
多
く
そ
の
実
在
に
つ
い
て
曖
昧

で
あ
る
。
物
語
が
日
本
に
移
っ
て
か

ら
の
登
場
人
物
は
、
吉
備
真
備
や
鳥

羽
天
皇
を
始
め
、
安
倍
泰
親
、
三
浦

介
義
純
、
上
総
介
広
常
な
ど
、
多
く

が
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
。 

作
者
の
時
代
考
証
は
比
較
的
正
確

で
あ
る
。
が
、
鎌
倉
期
の
建
長
年
間

に
、
室
町
期
の
玄
翁
和
尚
を
登
場
さ

せ
る
な
ど
、
一
部
に
不
統
一
が
見
ら

れ
る
。 

こ
の
物
語
の
特
徴
は
、
作
者
が
、

歴
史
上
の
事
実
に
奇
想
天
外
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
こ
の
手
法
が
、
こ
の
物

語
の
虚
実
に
つ
い
て
読
者
を
煙
に
巻

き
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
世
界

に
惹
き
付
け
て
や
ま
な
い
。 

江
戸
時
代
に
は
、
高
井
蘭
山
の
他

に
多
数
の
著
者
が
い
た
こ
と
は
前
述

し
た
。
登
場
人
物
に
つ
い
て
異
な
っ

た
表
記
を
見
る
の
は
、
こ
の
た
め
で

あ
る
。
例
え
ば
、
陰
陽
師
に
つ
い
て
、

高
井
蘭
山
は
阿
倍
泰
親
と
書
き
、

「
玉
藻
草
子
」
や
「
絵
本
玉
藻
譚
」

の
作
者
は
阿
倍
泰
成
と
書
い
て
い
る
。

物
語
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

を
思
え
ば
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
で
も
良

い
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

二
人
は
父
子
で
あ
り
、
当
時
の
社
会

的
な
存
在
感
や
ス
テ
ー
タ
ス
は
、
父

の
泰
親
が
遙
か
に
高
い
。 

物
語
中
の
、
下
野
国
那
須
郡
の
領
主

那
須
宗
重
は
、
那
須
家
系
図
に
は
見
当

た
ら
な
い
。
時
代
的
に
は
系
図
四
代
の

須
藤
宗
資
あ
た
り
と
愚
考
す
る
。 

九
尾
の
妖
狐
の
中
国
に
お
け
る
モ

デ
ル
は
そ
の
ま
ま
、
妲
己
、
褒
姒
で

あ
る
が
、
イ
ン
ド
の
華
陽
婦
人
に
つ

い
て
は
曖
昧
で
あ
る
。
日
本
で
の
玉

藻
前
の
モ
デ
ル
は
、
鳥
羽
天
皇
の
寵

妃
で
あ
り
、
藤
原
璋
子
（
待
賢
門
院
）

と
確
執
を
持
っ
た
才
色
兼
備
の
女
性
、

藤
原
得
子
（
美
福
門
院
）
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

「
殺
生
石
」物
語
考

「
殺
生
石
」物
語
考

物
語
の
考
察

か
っ
こ
う

3

健康で笑顔が素敵な子
に育ちますように

令和元年
  ６月２０日生
父 母翔哉さん 美里さん
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